









































	 （１）B5 横書　書式設定：40 字× 39 行
	 （２）	論文本文（題名、執筆者名、キーワード、論文要旨）、図表、注釈および参考文
献等を全て含め、研究ノートは 10 頁を上限とし、それ以外は 5頁を上限とする。
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	 各掲載論文につき 30 部。
	 毎号発行時に、執筆者に進呈する。
11．その他
	 テンプレート作成上の留意点をよく読んで、投稿すること。
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（別紙）
カテゴリーの説明
◦研究論文
　	日本語教育および関連領域の諸問題に関して、研究課題を明確に設定し、オリジナリ
ティーのある研究成果が論理的かつ具体的に述べられている論文。
◦展望論文
　	ある研究テーマ、あるいはある研究領域に関する先行研究の成果や論点を新しい角度か
ら捉え直し、論評を加えたうえで、新たな問題の所在を提示し、その解決へ向けた研究
の方向性を示した論考。
◦研究ノート
　	独自の研究、実践について、研究途上でまとめ、新たな課題と解決・結論の方向性を示
した、意欲的で有益と認められる論考。
◦研究動向
　	新しい研究の流れ、社会状況、政策等を的確に捉え、研究上の論点や学説、概念等、今
後の日本語教育を考える上で有効な視点を提示すると判断される報告。
◦書評
　	新しく刊行された日本語教育に関連する研究書、日本語教育教材、博士論文をベースに
した書籍等について、内容をわかりやすく紹介をしつつ、その成果と、日本語教育にお
ける意義、そして残された課題等を明らかにした論考。単なる文献紹介に留まらず、日
研紀要に掲載するに値すると判断されるもの。
◦実践報告
　	日本を含む、世界各地の日本語教育の実践現場の様子を、自己紹介も含めて紹介するエッ
セイ。
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